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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

2010.1◎ 『創る』～熱い思いを世界へ発信～

◎ 新年のあいさつ
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伊
佐
市
の
命
は
永
遠
で
す

伊
佐
市
長

　

隈
元　

新

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
伊
佐
市
が
誕
生
し
て
２
回
目

の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

年
の
初
め
の
穏
や
か
な
始
ま
り
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
昨
年
は
合
併
初
年
度
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
皆
さ
ま

の
大
き
な
ご
協
力
と
温
か
な
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
２
年
目
か
ら
の

大
い
な
る
発
展
の
礎
に
な
り
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
や
県
民
体
育
大
会

伊
佐
大
会
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン

ト
は
当
初
か
ら
日
程
や
準
備
・
対
応
も

決
ま
っ
て
い
て
、
不
安
や
戸
惑
い
も
な

く
遂
行
し
て
い
け
る
気
持
ち
は
あ
り
ま

し
た
が
、
榎
木
孝
明
さ
ん
企
画
・
主
演

の
映
画｢

半
次
郎｣

の
撮
影
協
力
は
戸

惑
い
の
連
続
で
し
た
。
作
品
と
し
て
の

完
成
度
は
す
ご
く
高
い
と
の
評
判
で
す

の
で
、
今
年
秋
の
公
開
が
待
ち
遠
し
く
、

膨
ら
む
期
待
の
大
き
さ
に
胸
が
と
き
め

き
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
寅
で
す
が
、
年
男
の

私
は
何
か
心
に
期
す
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
座
右
の
銘
に
し
て
い
る
島
津
日
新

公
の
い
ろ
は
歌
の
「
ゐ
」
に
、『
亥
に

臥
し
て
　
寅
に
起
く
と
　
夕
露
の
　
身

を
徒
に
　
あ
ら
せ
じ
が
た
め
』
と
あ
り

ま
す
。
人
間
の
一
生
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
け
が
え
の
な
い
自
分
を
大
切
に
、

〝
お
か
げ
さ
ま
〞
の
感
謝
の
気
持
ち
を

心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
伊
佐
市
の

命
は
永
遠
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
新

年
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
新
納
忠
元
公
没
後
四
百
年
に

あ
た
り
ま
す
。
二に

せ才
咄ば

な
し

格か
く
し
き式
条じ

ょ
う

目も
く

は

青
少
年
教
育
に
と
て
も
す
ば
ら
し
い
内

容
で
す
。
い
ろ
は
歌
と
同
様
に
大
き
な

声
に
出
し
て
覚
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
教
え
ん
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。『
一
、山
坂
の
達
者
、

心
懸
く
べ
き
事
』
な
ど
は
市
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
の
基
本
と
も
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
が
健
康
で

安
全
・
安
心
に
お
暮
ら
し
に
な
る
こ
と

が
行
政
に
携
わ
る
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

事
故
や
災
害
の
無
い
こ
と
も
祈
り
な
が

ら
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
神
仏　

紡
ぐ
命
や　

初
詣　
　

― 

新 

―

新年のあいさつ
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明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て

伊
佐
市
議
会
議
長

　

丸
田　

和
時

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
健

や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
２
つ
の
自
治
体
が
一
つ
に

な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
、
行
政
も
、

議
会
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
制
度

や
考
え
も
あ
り
、
戸
惑
い
の
多
か
っ
た

１
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
で
は
、
昨
年
６
月
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
警
戒
レ

ベ
ル
を
最
高
レ
ベ
ル
の「
フ
ェ
ー
ズ
６
」

に
引
き
上
げ
、
世
界
的
大
流
行
（
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
）
を
宣
言
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、
市
民
生

活
を
脅
か
す
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年

続
い
た
自
民
党
政
権
か
ら
民
主
党
へ
の

劇
的
な
政
権
交
代
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、

経
済
の
落
ち
込
み
は
持
ち
直
し
の
兆
し

を
見
せ
ず
、
地
域
経
済
や
雇
用
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
先
の
見
え
な
い
中
に
あ

っ
て
、
県
民
体
育
大
会
伊
佐
大
会
の
成

功
や
映
画
「
半
次
郎
」
の
撮
影
が
伊
佐

の
地
で
行
わ
れ
た
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
映
画
「
半
次
郎
」
は
、
伊
佐
市
出
身

の
俳
優
榎
木
孝
明
さ
ん
の
企
画
・
主
演

に
よ
る
、
激
動
す
る
幕
末
・
維
新
の
時

代
を
駆
け
抜
け
た
薩
摩
の
志
士
「
桐
野

利
秋
」
の
半
生
を
描
い
た
も
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
昨
年
10
月
に
撮
影
が
終
了
し
ま

し
た
。
今
年
秋
の
公
開
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
伊
佐
の
地
を
全
国
の
皆
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
る
と

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
「
寅
」
は
、「
螾
」（
い

ん
：
「
動
く
」
の
意
味
）
で
、
春
が
来

て
草
木
が
生
ず
る
状
態
を
表
し
て
い
る

と
さ
れ
、
明
る
い
未
来
を
暗
示
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、

健
康
で
、
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
伊
佐
市
を

目
指
し
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
が
ん

ば
る
こ
と
を
お
約
束
し
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

謹賀新年謹賀新年 20102010
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プロフィール

左：前
まえだ

田忠
ただあき

亮さん（菱刈）

右：中
なかしま

島涼
りょうこ

子さん（大口）

　『ＩＳＡＲＴ』は、“ＩＳＡ”（伊佐市）を“Ａ
ＲＴ”の観点から、お洒落で魅力あるまちにし
ようと集った若者の団体。これまで講演会の開
催、ＫＫＢふるさとＣＭ大賞への出品、伊佐市
出身の漫画家・井上雄彦氏画集の図書館への寄
贈など、幅広くボランティア活動を行なってい
る。伊佐市誕生と合わせて「捨てるのがもった
いなくなるゴミ袋」の作製を手がける。

『ＩＳＡＲＴ』が作製したゴミ袋の評判は？
中島：デザインは長尾美紀さん（出水養護学校高等部１年生）に描
　　　いてもらいました。とてもかわいいと評判で、私も捨てるの
　　　がもったいなくなります。このゴミ袋で、皆さんが自らゴミ
　　　を減らそうという意識を持ってもらえたら嬉しいです。
前田：「子どもが絵を見て分別してくれる」というお母さんたちの声
　　　も聞き、嬉しいです。報道機関に取材していただいたり、ブ
　　　ログ（インターネット上の日記）で取り上げてもらったりし
　　　て、“かわいいゴミ袋がある伊佐市”をＰＲしていこうと思い
　　　ます。
これからの夢は？
前田：今年は伊佐市の飲食店マップを作りたいです。自分のまちに
　　　どんなお店があるか、実は知らない人も多い。市外へのＰＲ
　　　だけでなく市内の人にも活用してほしいです。あと、若者向
　　　けのファッション誌のように、ステキな服を着た伊佐のおじ
　　　いちゃん・おばあちゃんたちをたくさん紹介する雑誌を作り
　　　たい。将来の夢を語る元気なおじいちゃんたちから、若い人
　　　たちが逆に元気をもらえるような雑誌を作ってみたいです。
中島：伊佐のために何か新しいことをするのがとても楽しいし、自
　　　分が住んでいるから手を抜かないで取り組める。遊び心を　  
　　　持って、楽しく活動していきたいと思います。

プロフィール

左：中
なかむら

村美
よしひろ

洋くん（本城）

　栗野工業高校３年生。第９回高校生ものづく
りコンテスト全国大会木工部門日本一に輝く。
右：二

ふたき

木俊
としゆき

至さん（湯之尾）

　鹿児島商業高校卒業後、兵庫県神戸市で修行。
１級タイル張り技能士の資格を取得し、平成
19 年 12 月に帰郷。

　『創る』ことを通して、伊佐を日本へ、そして世界へ発信する伊佐の若者たち。それぞれ
の分野で活躍する皆さんに、これからの夢を聞きました。

二木さんがこの仕事に就いたきっかけは？
　父が、左官業を営んでいたので家業を継ぐためにこの仕事を選び、
高校卒業後、神戸の親方の下で 12 年間修行をしました。この間イ
タリア・ミラノまで本物のモザイクタイルを見に行ったり、妥協を
しないいろいろな職人と会う中で「残す仕事」をすることを学びま
した。
中村くんが栗野工業に進んだ理由は？
　家が、鉄工所なので将来継ぎたいと思い建設工学科に進みました。
また、ものづくりが好きだったからです。今回ものづくりコンテス
ト全国大会で、木工加工部門ジュニアマスターゴールドの称号をい
ただき、３年間がんばってきて良かったと思いました。
これからの夢は？
中村：第一工業大学に進学希望で、その後は企業で資格の取得など
　　　いろいろな経験を積み、父と一緒に中村鉄工所で働きたいで
　　　す。
二木：現在始めていますが、ガレージをギャラリーにして、若者が
　　　集まってワイワイ言いながらこの伊佐の地から発信できるも
　　　のを探りたいです。また、中村くんといつか一緒に仕事がで
　　　きることを信じています。

～熱い思いを世界へ発信～
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クォンタイズって？
２人：Quantize（クォンタイズ）は、デザイナー中村展子と統括マ
　　　ネージャー川野季春によって 2006 年に設立されたオーダー
　　　メイドドレスブランドです。
クォンタイズを設立したきっかけは？
川野：山野小学校時代の同級生で、中・高・大学と別々でしたが、
　　　大学の学園祭でファッションショーを一緒にしたことと、陶
　　　芸家の父、川野恭和（山野）の一言がきっかけになりました。
これまでの活動は？
中村：フルオーダーのウェディングドレスをはじめ、ＮＹ地下鉄ゲ
　　　リラショーや、歌手小柳ゆきさんのライブ衣装担当など多岐
　　　に渡り活動しています。また、昨年 10 月のパリコレ展示会
　　　には、版画家竹之内直記さん（南永）の作品を生地にプリン
　　　トした既製服を発表しました。
これからの夢は？
２人：アートとファッションを融合させた新しい分野のインスタ
　　　レーションを国内外で精力的に発表していきたい。また、伊
　　　佐の満天の星空の下でもファッションショーをしたいと考え
　　　ています。

プロフィール

左：中
なかむら

村展
のぶこ

子さん（福岡在住）

　東京芸術大学卒業・在学中より文化服飾学園
オープンカレッジで学びＮＹへ。帰国後バンタ
ンデザイン研究所卒業。
右：川

かわの

野季
きはる

春さん（福岡在住）

　久留米大学卒業後、オーストラリアへ、その
後ＮＹでファッションビジネス・コレクション
バックステージなどの経験をつみ帰国。
問い合わせ先
Quantize（クォンタイズ）　TEL:092-531-5778

HP：http://www.quantize-dressline.com/

プロフィール

左：斉
さいき

木のかさん（東京在住）

　本名 木由香。大口出身。高校時代に雑誌
『CROWD』の専属モデルとして活動を始め、
2002 年女優としてデビュー。榎木孝明さん企
画・主演映画「半次郎」では負傷兵士の看護人
“ふく”役で出演。
右：森

もりやま

山浩
こういち

一さん（牛尾）

　伊佐湧水消防組合消防職員。2006 年から映
画制作のボランティアスタッフの活動を始める。
「かごしまフィルムオフィス」の会員として、
映画「半次郎」に精力的に携わった。　

昨年伊佐市で撮影された映画「半次郎」にかかわった感想は？
森山：映画スタッフが「こんなに地元の人ががんばってくれた映画
　　　は他にない」と話すほど、多くの伊佐の人たちがボランティ
　　　アとして連日協力してくれました。皆さんの協力なしではで
　　　きなかった映画だと思うし、伊佐の底力をこれほど感じたこ
　　　とはありません。
斉木：一切の妥協を許さない監督・スタッフの皆さんに、映画の真
　　　髄を学びました。自分の地元で、こんなにも熱気と緊張感あ
　　　ふれる撮影現場に参加できたことが本当に嬉しいです。これ
　　　からの女優としての活動に大きな糧となった映画でした。
これからの夢は？
斉木：何事も行動をしないと始まらない、そして始めるのに遅いと
　　　いうことはないと思っています。なんにでもチャレンジして、
　　　“演じる”“表現する”ことにつなげていきたいです。いつか
　　　胸を張って伊佐に恩返しできるようにがんばります！
森山：映画を見た人たちが「伊佐に行ってみようか」と思ってくれ
　　　るような作品を作る手伝いができたら嬉しいです。映画を通
　　　して、伊佐のすばらしい自然、そしてあたたかい人たちの魅
　　　力を全国にＰＲしていきたいです。

『創る』
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行政からのお知らせ
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不動産公売のお知らせ
市税の滞納処分による差押不動産物件を公売します

公売期日　１月 28 日（木）
公売場所　伊佐市役所大口庁舎２階大会議室

＜公売公告第５号＞
売却区分１　土地　所在：伊佐市菱刈重留薬師原 1436 番 5 他２筆　地目：畑　地積：750.00 ㎡
　　　　　　見積価額：2,295,000 円　　公売保証金：230,000 円
　　　　　　※入札参加要件：登記地目が農地につき、農業委員会の発行する農地の買受適格証明
　　　　　　　　　　　　　　     書が必要です。
＜公売公告第７号＞
売却区分１　土地　所在：伊佐市大口上町 13 番８　地目：宅地　地積：264.41 ㎡
　　　　　　建物　所在：伊佐市大口上町 13 番地８　
　　　　　　　　　種類：倉庫　 構造：鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺２階建　
　　　　　　　　　床面積：１階 126.00 ㎡　2 階 126.00 ㎡　　
　　　　　　見積価額：10,094,000 円　　公売保証金：1,010,000 円
売却区分２　建物　所在：伊佐市菱刈前目普春庵原 5017 番地 1（市有地内）
　　　　　　　　　種類：工場　構造：鉄骨造鉄板葺平家建　床面積：2,025.00 ㎡
　　　     （附属建物） 種類：管理舎　構造：鉄骨造スレート葺平家建　床面積： 189.80 ㎡
　　　　　　　　　種類：研究所　構造：鉄骨造スレート葺平家建　床面積： 210.00 ㎡
　　　　　　　　　種類：守衛室　構造：鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平家建　床面積：27.60 ㎡
　　　　　　見積価額：20,790,000 円　　公売保証金：2,100,000 円

　買受希望等詳細については、担当課へお問い合わせください。
問い合わせ先　市滞納対策課滞納整理係　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２０２・１２０３

　１月中旬から調査員がお伺いしますのでご協力をお願いします。
問い合わせ先　市企画調整課政策係　　　　　　　　　　　　　　 　　   ☎�１３１１○内　　１１２３

　農林水産省では、2 月 1 日現在で、全国一斉に「2010 年世界農林業センサス」
を実施します。 
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるため、5 年ごとに実施される統
計調査で全国の農家や林家をはじめ、すべての農林業関係者を対象として行わ
れる大切な調査です。調査は次の 2 種類があります。

調査名 調査内容 調査対象 調査方法

農業経営体調査 農林業経営の現状を把握  個人、組織、法人など  皆さまのお宅や会社等に調
 査員が伺います。

農山村地域調査 農山村地域の現状を把握  農業集落  自治会長宅等に調査員が伺
 います。

2010 年世界農林業センサスに
ご協力ください

公売物件
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Government Infomation

公的資金補償金免除繰上償還に係る
財政健全化計画について

公的資金補償金免除繰上償還について

繰上償還の条件

主な計画内容

普通会計繰上償還予定額

　「公的資金補償金免除繰上償還に係る財政健全化計画」策定の概要をお知らせします。

　国は地方公共団体の厳しい財政事情等をふまえ、平成 19 年度から 21 年度までの臨時特例措置とし
て、徹底した行政改革を実施する地方公共団体は、公的資金（旧資金運用部・旧簡易生命保険資金等）で、
高金利な地方債（市の借金）の * 補償金を免除した繰上償還を認めています。

* 補償金…未償還利子残額の約 80％程度（国試算）

　徹底した総人件費の削減等を内容とする財政健全化計画を策定し、国の承認を受ける必要があります。
合併前の旧市町では、平成 19 年度にそれぞれ策定しましたが、今回、新たに伊佐市として財政健全化
計画を策定し、承認を受けることになりました。

課　　　題 取 組 及 び 目 標
 １．職員数の純減や人件
　　 費の総額の削減

 平成 25 年度の一般会計職員数を 256 人とし、計画年度（平成 21 年度）か ら
  22 人削減を目標とする。

 ２．公債費負担の健全化
 　  （地方債発行の抑制等）

 平成 19 年度に 9,961 千円、平成 20 年度に 127,614 千円の繰上償還を行っ
 た。平成 21 年度に 144,639 千円を繰上償還する予定。公債費に準ずる債
 務負担行為（ほ場整備分）も今後は減少する見込み。災害及び臨時財政対
 策債を除く地方債の発行については、起債事業の厳選により、公債費の軽
 減に努める。

 ３．その他  物件費については、旅費日当の廃止、委託の削減、事務用品・光熱水費の
 節約などにより、今後も節減をする。

項　　目
目　　　　　標

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度
* 一般会計職員数（人） 　　　　278  　　　　270 　　　　269 　　　　264 　　　　256
       実質公債費比率（％） 　　　  15.8 　　　  15.3 　　　  15.6 　　　  15.8 　　　  15.5 
   地方債現在高 　　  14,945           14,198           12,691          11,232            9,968 
   人件費（退職手当を除く）            2,404            2,351            2,336            2,291            2,204 
   行政管理経費
 （物件費・維持補修費）            1,430            1,418            1,404            1,423            1,436

年度 資金区分 利率（％） 件数 繰上償還予定額 利子削減（効果）額

２１
旧資金運用部 5 ～ 6 ３ 　　　３８，６８３千円 　　　　２，６５６千円

旧簡易生命保険 5 ～ 6 9 　　　５５，７０１千円 　　　　９，７６７千円
6 ～ 7 10 　　　５０，２５５千円 　　　　９，３２２千円

合　　計 22 　　１４４，６３９千円 　　　２１，７４５千円

　策定した財政健全化計画は新市まちづくり計画を基に平成 21 年 8 月に作成したものであり、社会状 
勢により財政収支等については変動する場合があります。
　計画の詳細につきましては、伊佐市ホームぺージ（http://www.city.isa.kagoshima.jp）をご覧ください。

問い合わせ先　市財政課財政係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１１４３

（単位：百万円）

* 一般会計職員…市職員のうち国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、農業集落排水会計及び水道事業会計に
　　　　　　　   属する以外の職員
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そ
れ
は
、
何
と
も
気
に
な
る
不
思
議
な
木
で
あ
っ
た
。
根
回

り
は
一
升
瓶び

ん

ほ
ど
の
太
さ
で
、
大
人
の
背
丈
の
四
、     

五
倍
は
あ

り
、
ス
ポ
ッ
と
天
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
。
葉
を
つ
ま
ん
で

嗅か

ぐ
と
、
柑
橘
類
の
匂
い
が
す
る
の
だ
が
、
一
度
も
花
を
つ
け

た
こ
と
が
な
く
、
従
っ
て
実
を
結
ば
な
い
の
で
、
何
の
木
な
の

か
見
当
も
つ
か
な
い
。
薄う

す
ね
ず
い
ろ

鼠
色
の
太
い
幹
の
要
所
に
は
、
二 

、

三
セ
ン
チ
も
あ
る
硬
く
鋭
い
棘と

げ

を
備
え
て
お
り
、
容
易
に
人
を

寄
せ
つ
け
な
い
。

　
そ
の
木
は
、
二
十
数
年
も
昔
、
義
母
が
ま
だ
健
在
だ
っ
た
頃
、

「
こ
ん
木
は
う
っ
切
っ
な
よ
」
と
言
っ
て
、
自
生
し
て
間
も
な

い
幼
木
の
側
に
棒
を
立
て
た
の
で
、
鎌
で
払
わ
れ
る
の
を
免
れ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
義
母
は
、
ど
う
い
う
つ
も
り
で
、

そ
の
木
を
残
そ
う
と
し
た
の
か
、
今
も
っ
て
わ
か
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
小
屋
の
ま
ん
前
に
立
つ
木
は
、
大
き
く
育
つ
に
つ
れ
、

何
か
と
邪
魔
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
。

　
あ
る
日
家
内
は
、
私
の
不
在
中
に
意
を
決
し
て
、
そ
の
木
を

伐
る
こ
と
に
し
た
ら
し
い
。
倒
木
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
下
枝

を
鋸
で
切
り
落
と
し
た
途
端
、
バ
サ
ッ
と
枝
が
体
に
被か

ぶ

さ
っ
て

き
て
、
鋭
い
棘
が
か
ら
だ
の
あ
ち
こ
ち
に
突
き
刺
さ
り
、
あ
ま

り
の
激
痛
に
家
内
は
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
そ
う
だ
。
結

局
、
家
内
一
人
の
力
で
は
、
手
に
負
え
な
い
仕
事
と
わ
か
り
、

伐
木
を
諦
め
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
歳
月
が
流
れ
、
私
は
定
年
で
職
を
退
き
、
長
い
単
身
赴
任
の

生
活
を
終
え
て
、
家
内
の
里
で
あ
る
田
舎
の
家
に
、
腰
を
据
え

る
こ
と
に
し
た
。
第
二
の
人
生
は
一
農
夫
と
な
っ
て
、
自
然
を

相
手
に
し
て
余
生
を
送
る
べ
く
、
新
し
く
農
機
具
一
式
を
買
い

揃
え
た
。
そ
し
て
、
早
速
仕
事
の
手
始
め
に
、
件

く
だ
ん

の
厄
介
も
の

研
修
の
右
列
後
ろ
の
席
あ
た
り
時
の
淀
め
る
と
こ
ろ
有
る
ら
し

夏
の
日
に
緑
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
み
れ
ば
光
合
成
を
し
て
ゐ
る
気
分

電
話
機
の
く
る
く
る
線
を
く
る
く
る
と
通
り
て
上
司
の
甲
高
き
声

営
業
マ
ン
の
わ
れ
が
通
れ
ば
自
販
機
が
声
を
か
け
た
り　

サ
イ
ダ
ー
を
買
う

早
苗
田
に
時
の
雫
が
輪
を
作
る
日

ひ

子
穂ほ

ほ

で

穂
手
見

み

命
の
里
の
雨
降
り

　
最
優
秀
作
品
紹
介

銀
杏
文
芸
賞

エ
ッ
セ
イ
部
門

エ
ッ
セ
イ
部
門

「
伐
る
な
っ
」

時
の
淀
み

日
置
市
　
若
宮
耕
三

霧
島
市　

児
玉
久

短
歌
部
門

短
歌
部
門

の
木
の
伐
採
が
、
私
の
手
に
委ゆ

だ

ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
ま
っ
新さ

ら

の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
試
運
転
も
兼
ね
て
、
四

月
の
よ
く
晴
れ
た
朝
、
勇
躍
伐
木
に
取
り
掛
か
っ
た
。
エ
ン
ジ

ン
を
始
動
し
て
、
木
の
根
元
に
や
お
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
歯
を

入
れ
た
瞬
間
、
チ
ェ
ー
ン
の
回
転
を
支
え
る
プ
レ
ー
ト
の
ビ
ス

の
一
本
が
吹
き
飛
ん
で
、
チ
ェ
ー
ン
は
だ
ら
り
と
垂
れ
下
が
っ

た
。
私
は
気
も
動
転
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
。

新
品
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
、
チ
ェ
ー
ン
の
張
り
具
合
を
調
整
で

き
る
よ
う
に
、
ビ
ス
は
、
緩ゆ

る

め
に
仮
止
め
に
し
て
あ
っ
た
の
だ
。

取
扱
説
明
書
を
読
ま
ず
に
、
い
き
な
り
作
業
に
入
っ
た
た
め
に

起
っ
た
初
歩
的
な
ミ
ス
で
あ
っ
た
。
私
は
抜
け
落
ち
た
ビ
ス
を

目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
探
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
見
当
た

ら
な
い
。
小
指
大
の
決
し
て
小
さ
く
な
い
ネ
ジ
が
、
杳よ

う

と
し
て

出
て
こ
な
い
。
私
は
、
地
面
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
、
下
草
の
中

を
両
手
を
熊
手
に
し
て
引
っ
掻
い
て
探
し
た
が
、
ビ
ス
は
、
ま

る
で
神
隠
し
に
で
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
煙
の
如
く
消
え
て

し
ま
っ
た
。
私
は
、
半
ば
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
心
地
で
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
購
入
先
の
店
に
、
ビ
ス
一
本
を
電
話
で
注
文

す
る
羽
目
と
な
っ
た
。

　
三
日
後
に
ビ
ス
は
送
ら
れ
て
き
て
、
花
曇
り
の
日
の
午
後
、

今
度
は
作
業
前
の
点
検
も
怠
り
な
く
、
い
よ
い
よ
伐
木
の
や
り

直
し
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
が
轟
音
を
上
げ
、
ま

さ
に
木
を
伐
る
体
勢
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
家
内
が
あ
た
ふ

た
と
走
っ
て
き
て
、
身
振
り
手
振
り
で
何
か
を
訴
え
る
。
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
る
と
、
そ
れ
は
、
年
来
の
友
人
Ｋ
が
私
の
退
職
を

祝
っ
て
、
挨
拶
に
来
て
く
れ
た
と
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
私
は

仕
事
を
中
断
し
、
急
ぎ
衣
服
を
改
め
て
、
応
接
室
で
Ｋ
を
迎
え

た
。
一
時
間
ほ
ど
で
客
は
帰
り
、
今
度
こ
そ
は
と
、
家
内
も
立

会
い
の
下
に
、
作
業
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ

に
な
る
と
、
私
は
、
気
の
小
さ
な
刑
の
執
行
官
の
よ
う
に
、
重
苦
し
い
気
分

に
な
っ
て
い
た
。
が
、
農
園
の
オ
ー
ナ
ー
の
要
請
は
絶
対
で
あ
る
。
否
応
も

な
く
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
よ
う
と
し
た
時
、
厚
み
を
増
し
て
き
た
暗
い
雲

間
に
、
突
如
閃
光
が
走
り
、
雷
鳴
が
轟
き
、
大
粒
の
雨
が
落
ち
て
き
た
。
雨

足
は
見
る
間
に
強
く
な
っ
て
、
私
と
家
内
は
、
傍
ら
の
物
置
小
屋
の
庇

ひ
さ
し

の
下

に
身
を
寄
せ
た
。
偶
然
に
し
て
は
あ
ま
り
に
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
天
変
に
、

沛は
い
ぜ
ん然
た
る
雨
で
あ
た
り
一
面
白
く
煙
る
光
景
を
、
私
は
、
粛
然
と
し
た
思
い

で
見
つ
め
て
い
た
。家
内
が
不
意
に
、「
こ
の
木
を
伐
る
の
も
う
止
め
よ
う
か
」

と
言
っ
た
。
私
は
即
座
に
、「
俺お

い

も
ど
う
も
気
が
進
ま
ん
仕
事
や
っ
た
。
こ

ん
木
が
必
死
に
『
伐
る
な
っ
』
ち
、
訴
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
・
・
・
」。

私
は
、
雨
し
ぶ
き
の
音
に
声
が
か
き
消
さ
れ
な
い
よ
う
に
大
声
で
、「
も
し

か
し
た
ら
こ
ん
木
は
、
家
の
守
り
木
か
も
し
れ
ん
ど
。
し
め
縄
で
も
飾
り
た

い
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
が
よ
」
と
、捲ま

く
し
立
て
た
。「
何
言
っ
て
ん
の
よ
。

馬
鹿
馬
鹿
し
い
」。
家
内
は
そ
う
言
う
と
、
タ
オ
ル
を
頭
に
被
り
母
屋
の
方

へ
行
き
か
け
て
立
ち
止
ま
り
、
振
り
向
く
と
、「
と
に
か
く
そ
の
木
は
絶
対

伐
ら
な
い
で
」
と
怒
っ
た
よ
う
な
顔
で
念
を
押
し
て
、
足
早
に
走
り
去
っ
た
。

　
私
は
、
雨
の
中
に
立
つ
そ
の
不
思
議
な
木
を
、

改
め
て
し
げ
し
げ
と
見
上
げ
た
。
そ
し
て
、
天て

っ

辺ぺ
ん

近
く
の
あ
る
一
点
に
、
目
が
釘
付
け
に
な
っ

た
。
何
と
、
葉
の
茂
り
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
白

い
花
が
咲
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
実
に
二
十

数
年
を
経
て
、
初
め
て
つ
け
た
ご
神
木

4

4

4

の
純
白

な
花
を
、
私
は
呆あ

っ
け気
に
と
ら
れ
た
ま
ま
、
い
つ

ま
で
も
眺
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
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　12 月６日、第２回伊佐市ふれあい駅伝競走大会が開催さ
れ、忠元チームが１時間 19 分 27 秒のタイムで優勝しました。
　菱刈農村環境改善センター前を、午前 10 時にスタートし、
ふれあい道路を北進、平出水を経由し、伊佐市陸上競技場ま
で 13 区間総距離 24.1 ｋｍを 13 チームが競いました。
　沿道では、わがチームの選手を応援しようとたくさんの市
民が声援を送っていました。

忠元が優勝！
伊佐市ふれあい駅伝

海音寺潮五郎記念「海潮忌・文学フェスティバル」
　郷土が生んだ文豪・直木賞作家で歴史小説家の海音寺
潮五郎先生を記念して「海潮忌・文学フェスティバル」
が 11月 28 日に開催されました。海潮忌では海音寺先生
の遺徳を偲び偉業を顕彰する式典があり、市内外から約
230 人の参加がありました。そのほか銀杏文芸賞、読書
感想文・画コンクール表彰式、銀杏文芸賞（短歌・エッ
セイ）審査委員の歌人・伊藤一彦先生、詩人・岡田哲也
先生、歌人・宮原望子先生による作品講評、西郷隆盛公
のひ孫にあたる西郷隆文先生の歴史講演会等があり、海
音寺文学に触れる一日となりました。

各チーム成績
①忠元　　１時間 19 分 27 秒 ⑧大口東　1時間 27 分 33 秒
②山野　　１時間 20 分 56 秒 ⑨菱刈　　1時間 27 分 34 秒
③田中A　１時間 23 分 02 秒 ⑩湯之尾　 1 時間 29 分 46 秒
④羽月　　１時間 25 分 39 秒 ⑪牛尾　　1時間 29 分 53 秒
⑤本城　　１時間 25 分 48 秒 ⑫田中 C　  1 時間 32 分 20 秒
⑥曽木　　１時間 26 分 12 秒 ⑬田中 B　  1 時間 34 分 47 秒
⑦大口中央　１時間 27 分 03 秒

クラス優勝   Ａ：忠元　Ｂ：田中Ａ　Ｃ：曽木

 
１区  関根康正（湯之尾）  2 分 54 秒
２区  楠木健（忠元）   9 分 21 秒

３区  兒玉修也（田中A） 大友翔太（曽木）  7 分 16 秒

４区  折田健太郎（大口中央） 7 分 48 秒
５区  前田将吾（忠元）   3 分 28 秒
６区  坂口一美（大口中央）   6 分 05 秒
７区  松木祐二（本城）  9 分 51 秒
８区  上原千怜（山野）   3 分 29 秒
９区  鶴丸勝文（曽木）  4 分 31 秒

10 区  久木元梨菜（本城） 森美智子（大口中央）  4 分 04 秒 

11 区  上下翼（忠元）  5 分 12 秒 
12 区  折田真悟（大口中央）  4 分 21 秒 
13 区  今堀俊介（忠元）  8 分 14 秒

区間賞（敬称略）

新

新

新

新
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下手錫杖踊り奉納

より良い人生を生きるために

　11 月 28 日、恒例の下手水天神社祭りが行われ、下手
地区に伝承される郷土芸能「下手錫杖踊り」が奉納され
ました。当日は、天候も良く例年にない暖かい日で、踊
り手は額に汗を流しながら、歌い手の歌に合わせて踊っ
ていました。
　下手水天神社は、牛馬の神様が祭られていて、畜産農
家の方々が神殿にお参りし、お札を買っていました。
　また、この地区には「そば祭り」の風習も残っており、
夜になると家々で来訪者に「そば」が振舞われました。

　11 月 28 日、大口下殿の下鶴遺跡で説明会
が行われました。
　下鶴遺跡では、弥生時代中期前半（約
2,200 年前）の物と思われる、「銅戈（どうか）」
が県内で初めて発掘との報道もあり、県内外
から約 360 人の見学者が訪れ、午前・午後２
回の県埋蔵文化財センターの職員からの説明
を興味深く聞いていました。
　また、「銅戈」の出土した土坑跡では、皆
さん足を止め中を覗き込んでいました。　

　12 月５日、大口元気こころ館で“市民の
ための健康セミナー”が開催されました。
　県立北薩病院の高橋浩一院長はじめ、山之
内聡子認定看護師、がんサポートかごしまの
三好綾代表、市健康増進課の山下たみ子保健
師が、それぞれの分野で講演されました。
　また、別室では肺年齢調査・血圧測定・血
糖測定や医師による健康相談も行われ、来場
された 160人の方々も自分の健康に改めて関
心を持って帰られました。

いじめや差別をなくそう！

昔の人々の生活を知ろう

　12 月４日～ 10 日の人権週間に合わせて、12 月６日、
菱刈環境改善センターで人権作文フォーラム・イン・菱
刈が開催されました。
　作文発表では、人権作文コンテスト優秀賞受賞者が、
「いじめ」や「差別」の被害者・加害者となった経験を
通して感じた思いを、自分の言葉で発表しました。
　また、12 月７日には湯之尾小学校で「人権の花」運
動閉会式が行われました。人権擁護委員の野元副会長か
らの話のあと、６年宇都和真さんが「今年人権の花“ひ
まわり”を育てたので、今度は心に優しい花を咲かせた
いです」と児童代表の言葉を言いました。

人権作文コンテスト　優秀賞受賞者（敬称略）　
　小橋真優理（山野小２年）・白石珠実（大口中２年）・平野成美（大口南中３年）



ま ち
の 話 題
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豊かな感性を持った人づくりを 玄米ダンベル体操で健康づくり

“笑い”と“脳トレ”で認知症予防

　11 月 28 日、菱刈農業者トレーニングセン
ターで、介護予防セミナーが開かれました。
今回は東北福祉大学の鈴木玲子先生を迎え、
玄米ダンベルを使った体操教室が行なわれま
した。
　鈴木先生は、体の老化を防ぐためには「握
る力」「つまむ力」が大切であることを話さ
れた後、実際に玄米ダンベルを使って簡単な
ゲームや体操を行ないました。
　玄米ダンベル体操は、元気な人はもちろん、
少し足腰の弱い人も、簡単に自分のペースで
行なうことができる体操です。玄米ダンベル
体操で、新年をいきいきと元気にスタートし
てみませんか。

　12 月２日、針持青少年センターで、針持
ニコニコ頭の体操教室閉講式が行なわれ、修
了生 20 人（うち皆勤賞７人）に修了証書が
手渡されました。
　閉講式終了後、“ここからがメイン”の茶
話会がスタート。地元の食材を使い、サポー
ターが中心となって作ったおいしいご飯・豚
汁を食べながら、合唱や脳トレゲームが行な
われ、会場は大きな笑い声に包まれました。
　修了生は「この教室で友だちもたくさんで
き、とても楽しくて毎回帰りたくないぐらい
だった。来年もぜひ開講してほしい」と話し
ていました。

JICA ボランティア表敬訪問

　12 月 14 日、ＪＩＣＡボランティアとして
派遣される川畑惠子さん（山野）、坂元紫乃
さん（針持）が、各国への出発を前に市長を
表敬訪問しました。
　シニア海外ボランティアの川畑さんは、国
際基準に準じた図書管理やサービス向上の指
導をする司書としてタイへ、青年海外協力隊
の坂元さんは、社会的弱者の生活向上を目的
とする村落開発普及員としてウガンダへ２年
間派遣されます。
　お二人はそれぞれ意気込みや抱負を話され、
市長から激励の言葉が送られました。今後の
お二人の活躍を期待します。

　「共に学び、互いを高めあう生涯学習」を
テーマに、12 月６日、菱刈環境改善センタ
ーで伊佐市生涯学習フェスタが開催されまし
た。
　南永小学校・平出水小学校・伊佐市青年団
の活動発表では、他校との交流やこれまでの
活動を通しての感想を発表し、会場から大き
な拍手が送られていました。
　基調講演では、鹿児島大学の原口泉教授が、
ＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」や映画「半次郎」、
下鶴遺跡の話題を取り上げ、歴史から学ぶ生
涯学習について講演されました。参加した人
は「話題が豊富で、とても興味深く聞くこと
ができた」と話していました。
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歯を大切に！

　全日本学校歯科保健優良校表彰において、
田中小学校が奨励賞を受賞しました。田中
小学校では、保健委員の皆さん（写真）が
中心となって学校や家庭での歯みがきの徹
底を呼びかけ、歯科保健へ積極的に取り組
んでいます。これからも丈夫で健康な歯を
育てていってください。

人命救助で感謝状

平成 21 年秋の叙勲・高齢者叙勲

坂元隼人さん（羽月）
元大口市議会議員

日髙照男さん（大口）
元大口伊佐医師会会長

旭日双光章

瑞宝双光章 高齢者叙勲

廣川秀城さん（山野）
保護司

崎山正弘さん（曽木）
元大口市収入役

　それぞれの分野の業務に長年にわたり従事され、顕著な
功績を収められた次の４人の方々が、秋の叙勲・高齢者叙
勲を受章されました。おめでとうございます。

　11 月 13 日、赤迫守さん（菱刈）、廣脇武志さん
（湯之尾）、宮脇博子さん（本城）の３人が、菱刈温
泉亀の湯近くの用水路に転落している車両を発見し、
中に閉じ込められていた女性を救助されました。
　これを受けて 11 月 27 日、伊佐警察署から、「身
の危険を顧みず、協力して人命救助にあたっていた
だいたことに深く感謝します」と、３人に感謝状が
贈呈されました。　

スポーツ玉入れで交流

　12 月５日、伊佐市総合体育館で
伊佐市ＰＴＡ連絡協議会の会員によ
るスポーツ交流会が行われました。
　これは、伊佐市誕生により伊佐市
Ｐ連が発足したのを期に旧伊佐郡Ｐ
連で行っていた“スポーツ玉入れ”
を伊佐市Ｐ連で実施し、お互いの親
睦とこれからの連携を高めるために
実施されました。
　今回の優勝は、伊佐農林高校ＰＴ
Ａ「更生之素チーム」でした。初め
て参加した保護者からも第２回目を
実施して欲しいと要望が出ていまし
た。



性　別 人　数 構 成 比
男　性 402 人 42.8%
女　性 521 人 55.5%
無記入 16 人 1.7%
総　計 939 人 100.0%

●回収状況●
（対象者数：2,000 人）
　ア．回 収 数     950 人
　イ．回 収 率    47.5％
　ウ．有効回収数     939 人
　エ．有効回収率    47.0％

13　　広報いさ  2010.01.01

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
㉓
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
㉓
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
４

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
㉓
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
バ
マ
大
統
領
の

「
チ
ェ
ン
ジ
」
と
い
う
言
葉
は
、
ア
メ
リ

カ
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
人
々
か
ら
大

き
く
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
日
本
は
大
き

く
「
チ
ェ
ン
ジ
」
し
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
オ
バ
マ
大
統
領
の
「
チ
ェ
ン
ジ
」
は
、

世
界
の
人
々
一
人
ひ
と
り
が
変
わ
る
事

に
よ
り
、
こ
の
世
界
同
時
不
況
を
チ
ェ

ン
ジ
で
き
る
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。「
チ

ェ
ン
ジ
」
と
ひ
と
言
に
言
っ
て
も
難
し

く
、私
達
が
「
チ
ェ
ン
ジ
」
す
る
ん
だ
！

絶
対
に
何
か
を
変
え
る
ん
だ
！
と
の
思

い
で
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
こ
と
で
、

必
ず
や
見
え
て
く
る
希
望
の
光
を
見
出

す
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な「
チ
ェ
ン
ジ
」

と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
市
民

意
識
調
査
報
告
　
―
１
回
目
―

　
伊
佐
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定

に
係
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
ご
協
力
頂
い
た
市
民
の
皆
さ
ま
、

　
未
公
開
株
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
２
０
０

７
年
度
に
い
っ
た
ん
減
少
し
た
後
、
再

び
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
複
数
の
業
者
が
登

場
す
る
「
劇
場
型
」・「
代
理
購
入
型
」、

過
去
の
被
害
を
回
復
し
た
い
と
い
う
消

費
者
の
心
理
に
つ
け
い
る
「
被
害
回
復

型
」
な
ど
、
勧
誘
手
口
が
巧
妙
化
し
て

い
ま
す
。

事
例
①
　
複
数
の
業
者

が
登
場
す
る「
劇
場
型
」

　
Ａ
社
か
ら
電
話
が
あ

り
、「
Ｃ
社
の
株
を
持
っ

て
い
な
い
か
。
持
っ
て
い
れ
ば
高
値
で

買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
断
っ
た
。
そ
の
後
、

Ｂ
社
か
ら
「
Ｃ
社
の
未
公
開
株
を
1
株

１
５
０
万
円
で
買
わ
な
い
か
」
と
電
話

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ａ
社
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
「
ぜ
ひ
買
っ
て
く
れ
。
４
０
０

万
円
で
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

Ｂ
社
に
電
話
し
１
５
０
万
円
で
購
入
し

た
。
買
い
取
っ
て
も
ら
お
う
と
Ａ
社
に

電
話
し
て
い
る
が
、
連
絡
が
取
れ
な
い
。

黄
色
い
リ
ボ
ン
⑬
「
チ
ェ
ン
ジ
」

未
公
開
株
の
ト
ラ
ブ
ル

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
集
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を
、

随
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告
し
て
い
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ま
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。

〝
女
性
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ロ
ン
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〞
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。
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催
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３
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仲
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取
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自
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Ｅ
社
の
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公
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り
に
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っ
て
く
れ
れ
ば
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と
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に
お
礼
と
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円
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公
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。
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連
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勧
誘
し
た
り
、「
被
害
回
復
」
を

　
う
た
っ
て
消
費
者
を
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。
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私たちの学校生活

Our School Life!

　
針
持
小
学
校
で
は
、
こ
の
言
葉
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
19
人
の
児
童
と
９
人
の
職
員
で

日
々
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
進
ん
で
あ
い
さ
つ
」
で
は
、
朝
７
時
半
に
な

る
と
、
児
童
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
学
校
生
活
が

始
ま
り
ま
す
。
先
生
や
友
達
へ
の
朝
の
あ
い
さ
つ

は
、
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。

　
次
に
「
楽
し
く
読
書
」
で
は
、
児
童
全
員
が
年

間
読
書
の
個
人
目
標
を
百
冊
以
上
に
決
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
冊
数
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
う
す
で
に
百
冊
を
超
え

た
児
童
も
多
数
い
ま
す
。

　
最
後
の
「
明
る
い
歌
声
」
で
は
、
今
年
の
夏
祭

り
で
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
「
な
ん

で
も
博
覧
会
」
の
中
で
、「
針
持
音
頭
」
の
合
唱

奏
と
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
、
Ｍ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
、
校
区
の
人
に
も
大

変
好
評
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
発
表
の
機
会
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
地
域
・
家

庭
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
、
米
作
り
を
中
心
と

し
た
「
伊
佐
の
ふ
る
さ
と
」
教
育
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　創立来 133 年の伝統ある本校は、保護者や地域
との連携のもと、少人数の良さを最大限に活かし
た学力向上に努めています。特に、国語の読解力
向上を目指して、ＰＴＡ親子読書部と連携した読
書指導、模擬授業を通しての研究授業などに取り
組んでいます。
　また、今年から「明るい歌声」の響く学校作り
にも力を入れているところです。　

針持小学校

▲「なんでも博覧会」での針持音頭発表
「
進
ん
で
あ
い
さ
つ
　
楽
し
く
読
書

明
る
い
歌
声
」
の
針
持
小

針持小学校
川﨑　正清　校長

学校長から一言
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
㉓
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

　
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
の
お
正
月
、
美
味
し
い
お
せ
ち

に
、
あ
つ
あ
つ
の
お
餅
、
猫
と
一
緒
に
コ
タ

ツ
で
丸
く
な
る
♪
…
心
も
お
腹
も
満
足
の
お

正
月
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
す
ぎ
た
か
な
？
」

と
鏡
を
見
て
い
る
人
、
そ
ろ
そ
ろ
今
年
の
抱

負
を
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
今
年
は
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
！
』　

週
３
日
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
健
康
づ
く

り
に
は
効
果
的

　
ま
ず
は
10
分
〜
と
短
い
時
間
か
ら
始
め
て

み
よ
う
。

ち
ょ
っ
と
時
間
が
で
き
た
と
き
に
簡
単
体
操

　
ゆ
っ
く
り
つ
ま
先
上
げ
、
か
か
と
上
げ
。

肘
を
曲
げ
て
後
ろ
に
ひ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
腕

ふ
り
。

『
今
年
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
ろ
う
！
』

食
事
は
抜
く
の
で
は
な
く
、
１
食
量
を
腹
８

分
目
に
し
て
１
日
３
食

　
塩
分
と
甘
い
も
の
は
控
え
め
に
。
野
菜
は

１
日
３
５
０
ｇ
。

　
い
ろ
い
ろ
浮
か
ん
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
抱
負
も
良
い
で
す
ね
。

お正月は
健康づくりの
チャンスです！

『
今
年
は
も
っ
と
キ
レ
イ
に
な
り
た
い
!!
』

　
多
く
の
人
が
そ
う
あ
り
た
い
と
願
う
も
の

で
す
。
で
も
、『
キ
レ
イ
』
の
基
は
心
と
身

体
の
健
康
が
作
っ
て
い
ま
す
。
生
活
の
中
に

は
健
康
づ
く
り
や
キ
レ
イ
に
な
る
ポ
イ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
で
す
。

　「
歩
く
姿
勢
は
、
こ
れ
で
大
丈
夫
か
な
？
」

「
ど
ん
な
体
操
が
身
体
に
良
い
の
？
」「
ど
の

位
ま
で
な
ら
食
べ
て
も
良
い
の
？
」
な
ど
、

健
康
づ
く
り
の
疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

参 

加 

者
　

○
20
〜
70
歳
で
、
健
康
美
人
・
美
丈
夫
に
な

　
り
た
い
人

○
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間

　
１
月
４
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
※
定
員
20
人

回 日  程 時  間 場  所 内  容

１ ２月  ３日（水） 13:30 ～ 15:30  大口元気こころ館 　身体を動かしてキレイ
　になろう！２ ２月    16 日（火） 13:30 ～ 15:30  大口元気こころ館

３ ２月    26 日（金） 13:30 ～ 15:30  まごし館保健センター 　フットマッサージ☆

４ ３月  ５日（金） 13:30 ～ 15:30  まごし館保健センター 　栄養◎でキレイに♪

５ ３月    16 日（火） 13:30 ～ 15:30  大口元気こころ館 　運動をおさらい∮

そ
の
ポ
イ
ン
ト
、

知
り
た
く
な
い
で
す
か
？

も
っ
と
キ
レ
イ
塾

〜
め
ざ
せ
！
健
康
美
人
〜
　

◆ぜひ、全回参加してください。どうしても都合のつかない場合は、ご相談ください。
　申込みをされた人には、後日、詳しい日程表をお送りします。

『もっとキレイ塾』日程
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【　児　童　】
雪の結晶ノート マーク・カッシーノ
知ろう！防ごう！インフルエンザ　全３巻 田代眞人
HIV／エイズとともに生きる子どもたちケニア 山本敏晴
かわうそ３きょうだい あべ弘士
パパはじどうしゃだった 角野栄子
みんながそろう日 ヨーケ・ファン・レーウェン
秘密のマシン、アクイラ アンドリュー・ノリス
未来をつくる君たちへ 立花隆

【　一　般　】
遥かなる水の音 村山由佳
アカシアの花のさきだすころ 辻仁成
下天を謀る　全上下 安部龍太郎
すき・やき 楊逸
ビッチマグネット 舞城王太郎
山崎豊子自作を語る　全２巻 山崎豊子
ロスト・トレイン 中村弦
ＳＯＳの猿 伊坂幸太郎
静人日記 天童荒太
人形のＢＷＨ 丸谷才一
ハッピー・リタイアメント 浅田次郎
魔法使いクラブ 青山七恵

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
本や資料を借りる時

　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
「であえてほんとうによかった」　宮西達也
　大昔。嫌われ者のティラノサウルスが、スピノ
サウルスの子どもをパクリと食べようとしたと
き、大きな地震が起こりました。気が付くと、２
人きりになっていて…。ティラノサウルスシリー
ズ第８弾。

【１月の休館日】
１月 １日（金） ～４日（月）・
　　12 日（火）・18 日（月）・
　　25 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日時　１月 23 日（土）　10:30 ～
場所　大口図書館

【図書館へ献本】
永山保雄さん（尾之上）  　　
伊藤一彦さん（宮崎市）          
宮原望子さん（大口上ノ馬場）
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Isa City Infomation

お
知
ら
せ

精
神
保
健
福
祉
相
談
の
ご
案
内

　
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
終
了
し
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
取

り
付
け
な
け
れ
ば
視
聴
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
早
め
の
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

　「
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
」

を
装
っ
た
詐
欺
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
！
　

問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１

　
精
神
疾
患
や
認
知
症
な
ど
疾
患
に
関
す
る

こ
と
や
、
家
族
と
し
て
の
対
応
の
仕
方
等
専

門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
１
月
20
日
（
水
）
14
時
～

場
　
　
所
　
大
口
保
健
所

相
談
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
上
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
５
１
０
３

2011年７月

地デジ化　完了

募
　
集

伊
佐
地
区
交
通
安
全
協
会
職
員
募
集

採
用
職
種
　
交
通
安
全
協
会
事
務
局
長

採
用
人
員
　
１
人

応
募
資
格
　

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
た
だ
し
、
該

　
当
者
が
い
な
い
場
合
は
通
勤
可
能
な
人
）

○
年
齢
55
歳
か
ら
61
歳
ま
で
の
人
（
基
準
日

　
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

○
管
理
職
経
験
者

○
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

○
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

業
務
内
容
　
交
通
安
全
活
動
に
関
す
る
業
務

応
募
方
法
　

　
１
月
５
日
（
火
）
か
ら
15
日
（
金
）
ま
で

誘
致
企
業
「
ス
カ
ラ
ー
株
式
会
社
」

で
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

作
業
内
容
　
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
仕
上
げ
作
業
及

　
　
　
　
　
び
付
帯
作
業

時
　
　
間
　
８
時
～
17
時
10
分（
時
間
相
談
）

時
　
　
給
　
６
４
０
円

期
　
　
間
　

2
月
末
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

ス
カ
ラ
ー
㈱
　（
担
当
：
堀
之
内
）

☎
�
１
１
５
１

市
地
域
振
興
課
振
興
開
発
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
８

第
56
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー

に
伴
い
、
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
近
隣

の
自
治
会
の
方
々
へ
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

に
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身
写
真
を

貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日
時
　
１
月
30
日
（
土
）
９
時

面
接
場
所
　
伊
佐
地
区
交
通
安
全
協
会

採
用
予
定
日
　
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先
　

伊
佐
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

☎
�
６
３
７
０

伊
佐
警
察
署
窓
口
　
　
　
　
☎
�
３
２
３
４

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
車

検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。
そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し

た
り
廃
車
に
し
た
場
合
で
も
、
移
転
登
録
や

抹
消
登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま

で
も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
自
動
車
の
登
録
手
続
き

　
鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
８
９

▽
自
動
車
税

　
鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

☎
０
９
９
・
２
６
１
・
５
６
１
１

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消
登
録
の

手
続
き
は
確
実
に
！

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
日
　

1
月
24
日
（
日
）

※
26
日
（
火
）
の
予
定
で
し
た
が
変
更
に
な

　
り
ま
し
た
。

実
施
場
所
・
時
間

▽
箱
崎
神
社
　
　
　
11
時
～
11
時
30
分

▽
郡
山
八
幡
神
社
　
13
時
30
分
～
13
時
50
分

▽
白
木
神
社
　
　
　
14
時
20
分
～
14
時
40
分

▽
祁
答
院
家
住
宅
　
15
時
10
分
～
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

大
口
図
書
館（
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
０
４
１
７
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伊佐市からのお知らせ

　
伊
佐
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支

援
セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と
で
は
、
次
の
と
お
り

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時
　

1
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
　
受
付
13
時
～

場
　
　
所
　

　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
　
演
　

　
テ
ー
マ
「
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
と
新
た
な
展
開
」

～
片
麻
痺
回
復
を
目
指
し
て
～

講
　
　
師
　

　
川
平
和
美
教
授
（
鹿
児
島
大
学
大
学
院
医

歯
学
総
合
研
究
科
）　

回
復
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
！

脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

保
育
園
入
所
受
付
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る

人
の
聞
き
取
り
調
査
を
含
む
正
式
な
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
新
規
入
所
希
望
の

人
及
び
継
続
入
所
希
望
の
人
と
も
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
日
は
保
育
園
ご
と
に
日
程
を
組
ん
で

あ
り
ま
す
が
、
都
合
の
悪
い
人
は
指
定
の
日

以
外
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
指
定

日
以
外
の
受
付
は
市
福
祉
事
務
所
（
大
口
庁

舎
）
の
み
と
な
り
ま
す
。

受
付
日

▽
１
月
20
日
（
水
）　
　
　

　
大
口
保
育
園
・
大
口
里
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
21
日
（
木
）　
　
　

　
明
徳
寺
保
育
所
・
山
野
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
22
日
（
金
）
羽
月
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
25
日
（
月
）　
　
　

　
あ
ゆ
み
保
育
園
・
紅
洋
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
26
日
（
火
）　
　
　

　
み
ど
り
保
育
園
・
市
外
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
27
日
（
水
）　
　
　

　
慈
光
保
育
園
・
ひ
し
か
り
保
育
園
・
本
城

　
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
28
日
（
木
）　
　
　

　
田
中
保
育
所
・
徳
辺
保
育
所
・
湯
之
尾
保

　
育
園
希
望
者

受
付
場
所
・
時
間

◇
1
月
20
日
（
水
）
～
26
日
（
火
）　

　
市
福
祉
事
務
所
前
会
議
室
（
大
口
庁
舎
別

　
館
１
階
奥
）
９
時
～
17
時

◇
1
月
27
日
（
水
）・
28
日
（
木
）

　
市
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）
９
時
～
17

　
時

持
参
す
る
も
の

○
源
泉
徴
収
票
（
な
い
場
合
は
こ
れ
に
変
わ

　
る
も
の
）

○
就
労
証
明
書
等

○
家
庭
調
査
票

○
誓
約
書

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
２

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
２

伊
佐
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援

セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と
　
　
　
☎
�
８
０
０
０

男
女
共
同
参
画
公
開
講
座

「
私
と
あ
な
た
が
創
る
　

地ま

ち域
・
物
・
人
づ
く
り
」

～
住
民
主
体
の
「
地
域
活
性
化
」
と

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
～

　
元
気
な
地ま

ち域
づ
く
り
の
た
め
の
一
番
の
原

動
力
は
、
そ
こ
に
住
む
「
人
」
で
す
。
住
民

主
体
で
つ
く
る
「
地
域
活
性
化
」
ま
た
「
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
、
伊
佐
の
特
性
（
農
山
村
地
域
）
を
十
分

に
活
か
す
地ま

ち域
づ
く
り
の
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

講
座
日
時
　

2
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

申
込
方
法

　
講
座
開
催
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
等
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
　

市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
５
３
４
４

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

タケシタの家造り 検索

明けましておめでとうございます。
よりよい住まい造りをコツコツと。
本年もよろしくお願い致します。

広告

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

広告

オール電化で省エネ・
ＣＯ2削減をお手伝い！

南
な ん

電
で ん

工
こ う

TEL0995（　22）0       145

大気の熱でお湯を沸かす

お子様や高齢者の安全を。

減らしてみませんか？
生活しながら、ＣＯ2　の排出量を

「エコキュート」は割安な深夜電力で、
「IH クッキングヒーター」で

昼間は「太陽光発電システム」で電気を作る。

ご相談・ご用命は

株式会社
大 口
営業所

ＮＡＮＤＥＮＫＯ
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誕
　
生

 

（
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
受
付
分
）

上
之
原
　
蒼
あ
お
い
（
剛
・
松
ノ
口
）

亀
割
　
優ゆ

い衣
（
直
樹
・
重
留
西
）

菊
野
　
晟せ

な永
（
誠
一
・
西
原
）

尾
口
　
莉り

お央
（
多
喜
生
・
高
塚
）

中
道
　
友と
も
や也
（
広
則
・
郡
山
団
地
）

星
野
　
慧け

い空
（
元
興
・
八
坂
町
）

亀
園
　
悠ゆ
う
ま真
（
幸
範
・
楠
原
下
）

竹
之
内
　
莉り

の乃
（
憲
男
・
八
坂
町
）

鹿
島
　
凛り

さ咲
（
義
久
・
重
留
西
第
１
住
宅
）

向
江
　
愛め
ぐ
み美
（
健
一
・
木
ノ
氏
）

永
吉
　
裕ひ
ろ
と翔
（
和
明
・
東
市
山
）

夏
目
　
翔
し
ょ
う
（
憲
司
・
岩
坪
）

柳
元
　
莉り

こ子
（
藤
樹
・
大
田
）

横
山
　
実み

か佳
（
修
・
朝
日
団
地
）

石
橋
　
葵
あ
お
い
（
保
彦
・
重
留
西
）

石
橋
　
茜
あ
か
ね
（
保
彦
・
重
留
西
）

（
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

緒
方
　
良
秀
　
　
　
85
　（
郡
山
）

内
野
　
ツ
ル
子
　
　
78
　（
戸
切
）

小
浦

　
和
子

　
　
　
74
　（
上
青
木
中
）

塩
﨑
　
ト
シ
エ
　
　
92
　（
八
坂
町
）

新
冨
　
美
津
夫
　
　
87
　（
中
戸
切
）

工
藤
　
和
彦
　
　
　
81    （
中
元
町
）

奈
良
木
　
里
美
　
　
89
　（
朝
日
町
）

面
髙
　
ワ
イ
　
　
　
87
　（
奈
良
野
）

中
馬
　
和
惠
　
　
　
82
　（
仲
町
）

大
冨
　
レ
イ
子
　
　
85
　（
下
目
丸
）

有
川
　
太
之
　
　
　
81
　（
西
戸
切
）

面
髙
　
ミ
チ
ヱ
　
　
98
　（
こ
と
ぶ
き
園
）

下
山
　
ハ
ツ
キ
　
　
90
　（
白
ヶ
谷
）

平
㟢
　
實
夫
　
　
　
74
　（
牛
尾
）

橋
口
　
ハ
ナ
　
　
　
83
　（
諏
訪
馬
場
）

田
代
　
ワ
ル
　
　
　
99
　（
大
道
）

濱
川
　
純
武
　
　
　
84
　（
大
田
）

大
山
　
歌
子
　
　
　
91
　（
と
ど
ろ
）

山
野
地
区

藤
井
　
タ
ケ
　
　
　
95
　（
春
村
）

早
﨑
　
千
代
子
　
　
81
　（
井
立
田
）

新
留

　
直
市

　
　
　
79
　（
向
江
）

羽
月
地
区

奥
薗
　
チ
ラ
　
　
　
96
　（
髙
津
原
）

古
川
　
和
典
　
　
　
59
　（
堂
崎
）

寺
内
　
忠
　
　
　
　
85
　（
大
島
南
）

内
村
　
ヒ
メ
　
　
　
91
　（
下
殿
）

西
太
良
地
区

河
野
　
チ
ヤ
　
　
　
75
　（
堂
山
）

磯
畑
　
ア
ツ
子
　
　
69
　（
田
原
）

沖
田
　
治
子
　
　
　
72
　（
針
牟
田
）

末
原
　
三
治
　
　
　
78
　（
堂
山
）

菱
刈
地
区

中
原

　
春
枝

　
　
　
101
　（
共
進
）

池
田
　
ヒ
デ
　
　
　
93
　（
町
船
津
田
下
）

 

南
　
フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

山
本
　
市
正
さ
ん
（
大
阪
府
）

大
川
　
輪
子
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）

和
田
　
久
輝
さ
ん
（
湧
水
町
）

德
田
　
タ
ヅ
　
　
　
89
　（
下
手
浜
場
）

宮
原
　
富
男
　
　
　
70
　（
桜
馬
場
）

前
田
　
照
己
　
　
　
77
　（
町
船
津
田
下
）

伊
集
院
　
ハ
ツ
ネ
　
100
　（
重
留
南
）

上
村
　
竹
市
　
　
　
89
　（
場
ノ
木
）

岡
元
　

美
子
　
　
62
　（
下
市
山
）

坂
下
　
ス
ミ
ノ
　
　
97
　（
田
中
中
）

時
任
　
エ
キ
　
　
　
93
　（
本
城
麓
）

神
田
　
満
雄
　
　
　
91
　（
停
車
場
）

遠
矢
　
ス
ミ
子
　
　
91
　（
田
中
下
）

本
田
　
オ
キ
ミ
　
　
91
　（
青
木
元
）

◆事業内容
 ・パソコン教室
 ・パソコン修理、販売
 ・パソコンPOSシステムの開発販売
 ・ホームページ作成
 ・      業務ソフトの開発（販売、会計、行政向け等）
 ・レンタルサーバー
※詳細はお気軽にお問い合わせ下さい（相談無料）

伊佐営業所　担当：村上 宏和
住所：伊佐市大口里1967-2 TEL  0995-22-0080

※伊佐市出身の IT技術者募集 !!

E-mai:murakami@ml.stlabj.co.jp  URL:http://www.stlabj.co.jp/

IT 技術に興味のある方、お待ちしています。
IT業界で働きたい方、プログラム開発経験のある方、
お気軽にご連絡ください。募集は随時行っております。

エス・テー・ラボ株式会社

広告

お気軽にご連絡ください。募集は随時行っております。

パソコン教室もやっています！
随時生徒募集中です !!

　
榎
木
孝
明
さ
ん
か
ら
〝
榎
木
孝
明
画

文
集
〞
が
市
立
図
書
館
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
大
口
図
書
館
・
菱
刈
図
書
館
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

寄
　
贈
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■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

総
務

課
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H21.12. １現在（前月比）

総人口　30,580 人　  （－   30）
　男　　14,088 人　  （－     9）
　女　　16,492 人　  （－   21）
世帯数　14,397 世帯（－   13）

　
今
月
の
特
集
「
創
る
」
で
紹
介
し
た
方
々

に
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、
人

と
人
の
繋
が
り
（
縁
）
を
感
じ
ま
し
た
。
た

と
え
ば
〝
ク
ォ
ン
タ
イ
ズ
〟
の
２
人
は
、
小

学
校
時
代
の
同
級
生
で
す
が
そ
の
後
は
別
々

の
進
路
を
進
ん
で
も
縁
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
今
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
し
、
二
木
さ
ん
と
中
村
君
に
お
話
を
伺

う
前
は
、
菱
刈
中
学
校
が
共
通
点
か
な
と
思

っ
て
い
た
ら
、
話
を
聞
い
て
い
く
う
ち
に
親

戚
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
人
同
士

も
今
回
始
め
て
知
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、〝ISA

R
T

〟
の
前
田
さ
ん
・
中
島

さ
ん
そ
し
て
長
尾
さ
ん
、「
半
次
郎
」
の
森

山
さ
ん
・
斉
木
さ
ん
も
こ
の
伊
佐
の
地
で
育

ち
こ
の
伊
佐
の
地
で
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。
今
回
、
特
集
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

多
く
の
人
と
繋
が
り
の
和
を
広
げ
〝
伊
佐
〟

を
世
界
に
発
信
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

◆ ◆

【今月の表紙】

伊佐市青年団演劇公演
　伊佐市青年団が全国青年大会に演劇で
出場したことを記念して、12 月 19 日・
20 日、「しらゆき姫～鹿児島弁バージョ
ン～」の演劇公演が行なわれました。
　「白雪姫」の原作に青年団独自のスト
ーリーを加え、また台詞はすべて鹿児島
弁というユニークな演出で、会場は大き
な拍手と笑い声に包まれました。




